た 幕 を まだ しめてい る駄 菓子屋の ガラスが 鳴ったり し 

ている。 

上野 駅へ ついた の は 五 時 二十 分 前 ほどであった。 ガ 

ランと 広い 出口のと ころに 宿屋の 半被 を 着た 男が 一 一人、 

面白く もない 顔つきで タバコ を ふかしながら、 貧乏 ゆ 

すりして いるば かりで、 人影 もろく にない。 中央の 大 

時計に 合わせて 紅い エナメル 皮で 手頸に つけた 時計 を 

巻いて から、 サイ はまた 不安な 気持に なって ハンド 

バッグ を あけた。 折り目の 擦れた ハガキ に は、 五 時 ご 

ろ 上野 駅へ 着く そうです、 と 鉛筆で 書かれて いる。 五 

時) ^ ろ 着く 汽車と 云えば、 ゆう ベ わざわざ 王子の 駅 ま 



を 胸の 前に かかえて 王子の 通り を 歩いて いる 時刻な の 

である。 今朝の 特別 さが まざまざとして サイが 思わず 

ショ ー ルを ひろげ 直した とき、 頭の 上で ラウド. スピ 

イカ ァが 急に 鳴り 出した。 

「三等 車 はホ— ム 中央 事務室より 後の方で ございま 

す」 

サイば かりで はなく、 黒い レ— ス • ショ ー ルの女 も 

大きい 折鞫を 下げた 国防色の 服の 男、 卷ゲ ー トルの 男、 

一 団が 前後して ラウド • スピ イカ ァが 同じ 文句 をく り 

かえして いる 下 を ぞろぞろ とそ つちへ 行った。 

速力 をお として ホ— ムに ヒリ こんで 来た 列車の、 



いる 頭 を かがめて、 それ を ひろった。 

「支給 品 を 粗末に 扱つ ちゃい けない、 物資 愛護、 物資 

愛護」 

そう 云いながら 鉛筆 を あげて、 その あたり を 見 まわ 

したと き、 今まで 知らん ふりだった 綾子が、 

「ァラ ！」 

ルビ— の 指環 を はめた 左手 をす こし 反すよう にして 

出して、 

「すみません」 

その 鉛筆 を うけとった。 

弓 子が 人 をば かにして いると 後で ぷりぷりおこ つた _ 



ない という 条件 も あるので あった。 

涙 を こぼしたら、 いくらか 気分が すっとした。 手紙 

の 様子で は 勇吉も だんだん 馴れて 来て いるら しい。 で 

も、 たった 一 力 月足らず のうちに ゴム 裏 草履が 三 足に 

シャボン を 二つ もとられ たと はどうい うんだろう。 田 

舎 者 だから 揶揄われて いるの かしら。 当惑しながら、 

黙って いる 勇吉の 丸い 顔が サイの 目に 浮ぶ ようで ある _ 

蒲団 を あげて 積んだ 上へ 便箋 を 置いて 手紙 を かき か 

けて いると ころへ、 

「是非 サイ ちゃんに みせたい ものが あるんだ がね」 

婆さんが 重そう な 風呂敷 包 を 下げて 入って 来た。 



いつもの ような 口調で 命じた。 顔が すっかり 自分に 

向って 揃う の を 待って、 飛 田 は 軽い 咳ば らいの ような 

マ J と をす ると、 

「一 つ 報告し なければ ならない ことが 出来ました。 実 

は 只今 」 

あらつ、 というよ うな 声が したよう な 気がして、 図 

さざなみ 

板の まわり を 漣 のよう な 動揺が 走った。 それ を、 自 

分の 声で おし 鎮める ようにしながら 飛 田が つづけた。 

「実は 只今、 光栄 ある 召集令 をいた だきました。 兼々 

待望の 好機であります から、 全力 をつ くして 本分 をつ 

くしたい と 思います が、 皆さんと は 養成の 時代からの 



「どうかした の？」 

と H ヽ 」 こ。 
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「ふ— ん」 

「そり や 誰 だって 気持が わるい ゎョ、 ねえ、 火曜日に 

さ、 何て みんなで 決めた の。 誰 だか 知らない けれど、 

出しぬ いて 自分 だけ 好い子ん な つて 不動 様のお 守り 

もってったり、 防弾 鏡 もってった りする なんて —— き 

らい だ」 

作業 室の 娘た ちの 代表で、 とも子と みのるが、 昨夜 

川口に ある 飛 田の 家へ 千人針と 餞別の 金と を 届けに 

行った。 飛 田 は 留守で、 母親が 前掛の 端で 涙 を 拭きな 



がら 礼 をのべ、 あなたがたのお 仲間が 成 田 山のお 守リ 

を 持って来て 下す つたり、 何 か 鉄で 出来た 鏡 を わざ わ 

ざ 届けて 下す つたり、 と 有難が つた。 

「誰 だか、 名 をき き やよ かった のに」 

「おばあさん にわかる もんです か、 —— 間抜けく さく 

て、 そんな こと を 出来 やしない わよ」 

皆が 揃って、 体操 〔# 「体操」 は 底本で は 「休 操」 と 誤 

植 U の始る 前、 とも子 は 腹のお さまらない 調子で、 

「千人針と お 餞別、 ゆうべ 確に 届け ましたが、 私たち 

の 知り もしない お守り だの 鏡 だののお 礼までお つ かさ 

んに 云われて、 挨拶に こまった わ」 



そう 云われても、 娘た ちの 眼の 色 は 引 立たなかった _ 

昼の 休みに、 とよ 子が 顔色 を 少し 蒼 ざめ させて、 

「とも子さん、 ちょ つ と」 

とよって 行った。 

「あのお 守り だか、 鏡 だかの 話、 私 こないだ 泣いたり 

したから、 みなさんに 変に 思われて いるか もしれ ない 

けれど、 全く 知らないん ですから —— 」 

切り口上で 云って、 一層 蒼い 顔 をした ままむ こうへ 

行って しまった。 

何も彼も、 何て こん がら かって 妙なん だろう、 サイ 

は 両方の 顳顬を 人 さし 指で もんだ。 
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